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研究成果の概要（和文）：　脳機能を非侵襲に測定することの出来るツールである磁気共鳴画像法（MRI) を用い、健
常児童の発達に伴う脳機能の変化を、年齢ごとに調査した。そして、学童期児童から成人までの注意能力に関する発達
と、その能力を向上させる介入を調査し、得られた成果を教育現場へ還元することを目的とした。
　注意に関する脳機能及び脳構造を調べるMRI実験を行い、脳活動、脳容積、白質神経走行が年齢と共に変化している
ことを明らかにした。さらに、認知課題成績の変化と生体ホルモンの変化との相関を調べたところ、日常生活環境や習
慣が、認知機能や生体ホルモン濃度に関わることが示され、脳機能にも影響を与えていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：　We investigated brain development from childhood to adulthood using functional 
magnetic resonance imaging (fMRI) technique. Aim of this study was investigate developmental changes of 
the attentional ability from a childhood to the adulthood and clarify the intervention that improves its 
ability.
　We estimated the brain function and structure associate with the attentional ability and clarify the 
age-related changes about brain activity, brain volume and neural network. Furthermore, the correlation 
of cognitive task performance and hormonal level showed that everyday life environment and a habit were 
concerned with cognitive function and hormone level, and it became clear to affect the brain function.

研究分野：神経科学

キーワード： fMRI　MRI　Attention Network Test　発達　脳機能
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１．研究開始当初の背景
近年(1990
や学力低下の問題が指摘されており、それら
を引き起こす要因には、教育者や環境以外に
も児童自身の要因が考えられている。例えば、
授業などでおとなしくできない・注意された
ことを守れない・集中力がない・順番を待て
ないなどの学習障害
過活動・注意散漫・不注意などの注意欠陥・
多動性障害
中力に関する問題行動が多いことが挙げら
れている。
国内での教育臨床研究においても、子どもの
心と体の異常について多くの報告がなされ
ている。
からだと心
白書
かしさの実感において、”授業中じっとして
いない”や”背中ぐにゃ”などの注意・集中
に関する症状を示す児童が目立って増えて
いることが報告されている。これらの事象と
関連する脳の機能として前頭葉機能の関与
が指摘されており
対象とした反応抑制の実験により、前頭葉の
不活発
た学級崩壊の原因となる型の出現率が
1998
していることや、前頭葉の活発型
がとれており、成人の活動に近い
が急激に低下していることが報告されてい
る。 
また、これらに対する有効な介入として、小
学校で始業前に読書をすると、授業に落ち着
いて集中できる効果がある
ことや、”運動”と”コミュニケーション”
が必要な集団運動遊びは、運動無しや一人遊
びと比べ、前頭葉機能の活発型を示す児童の
比率を上げ、興奮型・抑制型の比率を下げる
報告がある。これにより、集団運動遊び
っぽとり、
集中できないといった現在の小学校現場が
抱える問題に対する解決の可能性が期待さ
れている
 
２．研究の目的
現在脳機能を非侵襲に測定することの出来
る最も優れたツールである磁気共鳴画像法
(MRI)
われていない、発達に伴う脳機能の変化を、
年齢や発達段階ごとに調査する。そして、発
達と共に変化を示す脳領域の特定により、こ
れまでの脳科学の知見を応用することで、注
意力の向上を示し、即効性のある、より効果
的な介入の提案が可能になると共に、教育現
場へのフ
 
３．研究の方法
非侵襲的な脳機能測定装置である、
MRI(Magnetic Resonance Imaging)
fMRI(functional MRI)
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さらに、認知課題成績の変化と生体ホルモン
の変化との相関を調べたところ、日常生活環
境や習慣が、認知機能や生体ホルモン濃度に
関わっていることが示され、脳機能にも影響
を与えていることが明らかになった。 
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